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I 「スタート」ホタンからも操作できます！ 

「スタート」ボタン—「すべてのプロ 
グラム 」— 「FMV マニュアル」の 順 
にクリックしてもご覧いただけま 
す0 



□本体のマニュアル 『FMV マニュアル』 H MUiML 
パソコン本体のマニュアルです。 

機器の取り付け、ソフトウェア、トラブルシューティングな 
ど、パソコンの使い方について説明しています。 
『ハードウェアガイド』 （PDF)、 『ソフトウェアガイド』 (PDF) 
の内容がこれ1つでご覧いただけます。 
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□カスタムメイドオプションのマニュアル 
カスタムメイドやバリューラインで選択 
した機器などをお使いになる際に必要な 
内容が記載されています。 

該当するマニュアルをご覧ください。 
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目的に合わせてお読みください ) - 

ノ (■ :添付の紙マニュアル、□:インターネット上のマニュアル） 

箱の中身を確認する . ■添付品一覧（紙） 

パソコンを使うための準備をする . ■取扱説明書（冊子）の「1.必ずお読みください」 

各部の名称や取り扱い方を調べる .IUFMV マニュアル （HTML)、 または□ハードウェアガイド （PDF) の「各部名称」 

周辺機器の取り付け方法を調べる .C1FMV マニュアル （HTML)、 または□ハードウェアガイド （PDF) の「ハードウェア」「増設」 

添付のソフトウェアについて調べる... □ FMV マニュアル （HTML)、 または□ソフトウェアガイド （PDF) の「ソフトウェア」 

セキュリティ対策について調べる .OFMV マニュアル （HTML)、 または□ソフトウェアガイド （PDF) の「セキュリティ」 

トラブルの解決方法を調べる .OFMV マニュアル （HTML)、 または□ソフトウェアガイド （PDF) の「トラブルシューティング」 

□ FMWORLD.NET 内の 「FMV シリーズをお使いになる上での注意事項」 

(FMV マニュアルのページからもご覧いただけます。） 

仕様を調べる .OFMV マニュアル （HTML)、 または□ハードウェアガイド （PDF) の「技術情報」 

購入時の状態に戻す . ■取扱説明書（冊子）の「リカパリ概要」「リカパリ操作」 


■添付の紙マニュアル 
『添付品一覧』 


『取扱説明書』（本書） 



添付の機器、 マニュアル、 CD 

FMV 


などの一覧です。 

ご購入後、すぐに、添付品が 
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揃っているか確認してくだ 

—•* 

さい。欠品などがあった場合 
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は、できるだけ早くご購入元 
にご連絡ください。 
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使用上のご注意、パソコンを使 
うための準備、ご購入時の状態 
に戻す方法などを説明してい 
ます。 


■インターネット上のマニュアル 

FMV マニュアル http :// www . fmworld . net / biz / fmv / support / fmvmanual / 

•マニュアルの見方 


本 パソコンのマニュアルは、 イ ンターネッ トでご覧 
いただけます！ 富士通 パソコン 情報サイト 
「 FMW 0 RLD . NET 」 内にある、 FMV マニュアルの 
ページ （上記 URL ) をご覧ください。 


|上記の URL を入力| 

▼ 

お使いの機種を選択 

▼ 


ご覧になりたいマニュアルのボタンをクリック 
C M 腿 ボタン： HTML 形式で表示 
>ボタン： PDF 形式で表示 


形式: 


辨形式， 























































本書をお読みになる前に 


安全にお使いいただくために 

このマニュアルには、本製品を安全に正しくお使いいただくための重要な情報が記載されています。 

本製品をお使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、「安全上のご注意」をよくお読みになり、理解されたうえで本製品をお使いください。 
また、このマニュアルは、本製品の使用中にいつでもご覧になれるよう大切に保管してください。 


保証書について 

• 保証書は、必ず必要事項を記入し、内容をよくお読みください。その後、大切に保管してください。 

• 修理を依頼される場合には、必ず保証書をご用意ください。 

• 保証期間内に、正常な使用状態で故障した場合は、無料で修理いたします。 

• 保証期間内でも、保証書の提示がない場合や、天災あるいは無理な使用による故障の場合などには、有料での修理となります。ご注意ください（詳しく 
は、保証書をご覧ください)。 

• 修理後は、本製品の内容が修理前とは異なり、ご購入時の状態や、何も入っていない状態になっている場合があります。大切なデータは、 フロッピー ディ 
スクなどに複写して、保管しておいてください。 

• 本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の保有期間は、製造終了後5年です。 


使用許諾契約書 

富士通株式会社（以下弊社といいます）では、本製品にインストール、もしくは添付されているソフトウェア（以下本ソフトウェアといいます）をご使用 
いただく権利をお客様に対して許諾するにあたり、下記「ソフトウェアの使用条件」にご同意いただくことを使用の条件とさせていただいております。 

なお、お客様が本ソフトウェアのご使用を開始された時点で、本契約にご同意いただいたものといたしますので、本ソフトウェアをご使用いただく前に必 
ず下記「ソフトウェアの使用条件」をお読みいただきますようお願い申し上げます。ただし、本ソフトウェアのうちの一部ソフトウェアに別途の「使用条 
件」もしくは「使用許諾契約書」等が添付されている場合は、本契約に優先して適用されますので、ご注意ください。 

ソフトウエアの使用条件 

1. 本ソフトウェアの使用および著作権 

お客様は、本ソフトウェアを、日本国内において本製品でのみ使用できます。なお、お客様は本製品のご購入により、本ソフトウェアの使用権のみを 
得るものであり、本ソフトウェアの著作権は引き続き弊社または開発元である第三者に帰属するものとします。 

2. パックアップ 

お客様は、本ソフトウェアにつきまして、1部の予備用（パックアップ）媒体を作成することができます。 

3. 本ソフトウェアの別ソフトウェアへの組み込み 

本ソフトウェアが、別のソフトウェアに組み込んで使用されることを予定した製品である場合には、お客様はマニュアル等記載の要領に従って、本ソ 
フトウェアの全部または一部を別のソフトウェアに組み込んで使用することができます。 

4. 複製 

(1) 本ソフトウェアの複製は、上記「2.」および「3.」の場合に限定されるものとします。 

本ソフトウェアが組み込まれた別のソフトウェアについては、マニュアル等で弊社が複製を許諾していない限り、予備用（パックアップ）媒体以 
外には複製は行わないでください。 

ただし、本ソフトウェアに複製防止処理がほどこしてある場合には、複製できません。 

(2) 前号によりお客様が本ソフトウェアを複製する場合、本ソフトウェアに付されている著作権表示を、変更、削除、隠蔽等しないでください。 

く. 第二未への譲渡 

お客様が本 ソフトウェア （本製品に添付されている媒体、 マニュアル ならびに予儷用 バックアップ 媒体を含みます）を第三者へ譲渡する場合には、本 
ソフトウェアがインストール された パソコン とともに本 ソフトウェアの すべてを譲渡することとします。なお、お客様は、本製品に添付されている媒 
体を本製品とは別に第三者へ譲渡することはできません。 

6. 改造等 

お客様は、本ソフトウェアを改造したり、あるいは、逆コンパイル、逆アセンブルをともなうリパースエンジニアリングを行うことはできません。 

7. 保証の範囲 

(1) 弊社は、本ソフトウェアとマニュアル等との不一致がある場合、本製品をご購入いただいた日から90日以内に限り、お申し出をいただければ当 
該不一致の修正に関して弊社が必要と判断した情報を提供いたします。 

また、本ソフトウェアの記録媒体等に物理的な欠陥（破損等）等がある場合、本製品をご購入いただいた日から1ヶ月以内に限り、不良品と良品 
との交換に応じるものとします。 

(2) 弊社は、前号に基づき負担する責任以外の、本ソフトウェアの使用または使用不能から生じるいかなる損害（逸失利益、事業の中断、事業情報の 
喪失その他の金銭的損害を含みますが、これに限られないものとします）に関しても、一切責任を負いません。たとえ、弊社がそのような損害の 
可能性について知らされていた場合も同様とします。 

(3) 本ソフトウェアに第三者が開発したソフトウェアが含まれている場合においても、第三者が開発したソフトウェアに関する保証は、弊社が行う上 
記 （1) の範囲に限られ、開発元である第三者は本ソフトウェアに関する一切の保証を行いません。 

8. ハイセイフテイ 

本ソフトウェアは、一般事務用、パーソナル用、家庭用などの一般的用途を想定したものであり、ハイセイフティ用途での使用を想定して設計•製造 
されたものではありません。お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく、本ソフトウェアを使用しないものと 
します。ハイセイフティ用途とは、下記の例のような、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命•身体に対す 
る重大な危険性を伴う用途をいいます。 

原子力核制御、航空機飛行制御、航空交通管制、大量輸送運行制御、生命維持、兵器発射制御など 

富士通株式会社 
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保守修理 サービスの ご 案内 

弊社では、保守修理サービスとして、以下の rSupportDeskj を用意しております。 

お客様のご希望、ご利用状況に合わせたサービスをお選びの上、「富士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」またはご購入元にお申し込みください。 

■ Support Desk 

ハード障害発生時の修理を行う 「 Product 基本/基本24」に加え、お客様のご要望に応じて2つのオプションメニューをご用意しております。また、価格面 
でよりお得な「保証アップグレードパック」や「ピックアップ&デリバリ」もございます。 

• Product 基本/基本24 :オンサイト修理、情報提供 

専用窓口をご用意し、障害発生時のスムーズな受付を行ないます。 

受付は[基本]:月曜日〜金曜日の9:00〜19:00 (祝日、年末年始を除く）、[基本 24] : 24時間365日 
受付後、専任スタッフがお客様先に訪問し、速やかに修理を行います。 

障害対応履歴については、お客様専用ホームページにてご確認頂けます。 

• PC ソフトサポート（オプシヨン）：ソフト QA 対応 

パソコンの プレイ ンス トール ソフ トウエアに ついて QA 対応を行います。 

• PC 定期点検（オプション）：定期点検 
定期的に次のような予防保守を行います。 

-点検、整備、摩耗部品交換（消耗品は対象外） 

-清掃、調整等 

• 保証アップグレードパック：オンサイト修理 

保証期間分の割引価格をあらかじめ想定したお得な修理サービスのパック商品です。（各3、4、5年パック） 

商品添付の「お客様登録票」を発送するだけで、すぐにサービススタートが可能です。 

• ピックアップ&デリバリ：引取修理 

訪問型修理ではなく、お客様の修理依頼にもとづきパソコンの引取修理を行なうサービスです。 

「 Product 基本」よりも割安な価格設定を行っております。 

9 : 00〜16 : 00受付当社翌営業日 AM 中 （9 : 00〜12 : 00) に引取 
16 : 00〜19 : 00受付当社翌営業日 PM 中 （12 : 00〜21: 00) に引取 
引取後、4〜6営業日で修理•返却します。 

ただし、障害の程度によってはそれ以上の期間を要することもあります。 


マイク ロソフト 製品 サービス パック 

Microsoft ® Windows ® をご利用のお客様がより安定したシステムを運用していく上で、マイクロソフト社はサービスパックを提供しております （ http :// 
www . microsoft . com / japan /) 〇 

お客様は、最新のサービスパックをご利用いただくことにより、その時点でマイクロソフト社が提供する Microsoft ® Windows ® にて最も安定したシステムを 
構築できま十 

したがいまして、当社としては、最新のサービスパックをご利用いただくことを基本的には推奨いたします。 

ただし、お客様の環境によっては、サービスパック適用により予期せぬ不具合が発生する場合もありますので、ご利用前にはサービスパックの 「 Readme . txt 」 
を必ずご確認ください。 

また、万一、インストールに失敗したことを考慮し、システムのパックアップを取ることを推奨いたします。 


データの バックアップ について 

本製品に記録されたデータ（基本ソフト、アプリケーションソフトも含む）の保全については、お客様ご自身でパックアップなどの必要な対策を行ってく 
ださい。また、修理を依頼される場合も、データの保全については保証されませんので、事前にお客様ご自身でパックアップなどの必要な対策を行ってく 
ださい。 

データが失われた場合でも、保証書の記載事項以外は、弊社ではいかなる理由においても、それに伴う損害やデータの保全•修復などの責任を一切負いか 
ねますのでご了承ください。 


添付の CD - ROM などは大切に保管してください 

これらのディスクは、本製品に入っているソフトウエアをご購入時と同じ状態に戻すときに必要です。 


液晶ディスプレイの特性について 

以下は、液晶ディスプレイの特性です。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

• 液晶ディスプレイは非常に精度の高い技術で作られておりますが、画面の一部に点灯しないドットや、常時点灯するドットが存在する場合があります。 

• 本製品で使用している液晶ディスプレイは、製造工程により、各製品で色合いが異なる場合があります。また、温度変化などで多少の色むらが発生する 
場合があります。 

• 長時間同じ表示を続けると残像となることがあります。残像は、しばらく経つと消えます。この現象を防ぐためには、省電力機能を使用してディスプレ 
イの電源を切るか、スクリーンセーバーの使用をお勧めします。 

• 表示する条件によってはムラおよび微少な斑点が目立つことがあります。 

なお、低輝度で長時間連続で使用した場合、早期の部品交換が必要になることがあります。 


本製品のハイセイフティ用途での使用について 

本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用などの一般的用途を想定したものであり、ハイセイフティ用途での使用を想定して設計•製 
造されたものではありません。 

お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく、本製品を使用しないでください。 

ハイセイフティ用途とは、以下の例のような、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命•身体に対する重大な危険 
性を伴う用途をいいます。 

• 原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸送システムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システ 
ムにおけるミサイル発射制御など 


注意 

本製品は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。本製品は、家庭環境で使用することを目的として 
いますが、本製品がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 

本製品は、 マニュアルに 従って正しい取り扱いをしてください。 
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• 本製品には、有寿命部品 （ LCD 、 HDD 等）が含まれています。 

有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や条件により異なりますが、1日約8時間のご使用で約5年です。なお、この期間はあくまでも目安であり、故 
障しないことや無料修理をお約束するものではありません。 

長時間連続使用等、ご使用状態によっては早期に部品交換が必要となる場合があります。 

製品に使用しているアルミ電解コンデンサは、寿命が尽きた状態で使用し続けると、電解液の漏れや枯渇が生じ、異臭の発生や発煙の原因となる場合 
がありますので、早期の交換をお勧めします。 

部品の交換は、当社の定める補修用性能部品単位での修理による交換となります。 

(パッテリパックや乾電池などの消耗品は、お客様ご自身で新品を購入し、交換していただきます。） 

• 本製品は、24時間以上の連続使用を前提とした設計にはなっておりません。 


本製品の使用環境は、温度5〜35 ° C / 湿度20〜 80 %RH (動作時)、温度-10〜60 ° C / 湿度20〜 80 %RH (非動作時）です（ただし、動作時、非動作時と 
も結露しないこと）。 


本製品は、国内での使用を前提に作られています。海外での使用につきましては、お客様の責任で行っていただくようお願いいたします。 


本製品は日本国内仕様であり、海外での保守サービスおよび技術サポートは行っておりません。 


本製品には、“外国為替及び外国貿易法”に基づく特定貨物が含まれています。したがって、本製品を輸出する場合には、同法に基づく許可が必要となる場 
合があります。 


当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者として本製品が国際エネルギースタープログラムの対象製品に関する基準を満たしてい 
ると判断します。 


本製品の構成部品（プリント基板、 CD / DVD ドライブ、ハードディスク、液晶ディスプレイなど）には、微量の重金属（鉛、クロム、水銀）や化学物質（ア 
ンチモン、シアン）が含有されています。 


本製品は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策規格を満足しております。しかし、本規格の基準を上回る 
瞬時電圧低下に対しては、不都合が生じることがあります。 

また、パッテリ残量が不十分な場合、パッテリ未搭載で AC アダプタを使用している場合は、規定の耐力がないため不都合が生じることがあります。 



警告表示について 

■警告表示 

本書では、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々に加えられる 
おそれのある危害や損害を、未然に防止するための目印となるものです。その表示と意味は次のようになっています。内容を 
よくご理解のうえ、お読みください。 


△警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡する可能性または重傷を負う可能性があることを 
示しています。 

△注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性があること、および物的損害のみが 

発生する可能性があることを示しています。 


また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記号を使っています。 


A 

△で示した記号は、警告•注意を促す内容であることを告げるものです。記号の中やその脇には、具体的な 
警告内容が示されています。 

® 

Q で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるものです。記号の中やその脇に 
は、具体的な禁止内容が示されています。 

❶ 

•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。記号の中やその脇には、具体的 
な指示内容が示されています。 


安全上の$主意 

本製品を安全に正しくお使いいただくための重要な情報が記載されています。本製品をお使いになる前に、必ずお読みになり、 
正しく安全に、大切に取り扱ってください。 

また、本製品をお使いになるときは、各マニュアルをよくお読みになり、正しくお使いください。 


FMV マニュアル http://www.fmworld.net/biz/fmv/support/fmvmanual/ 
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■異常や故障のとき 


△警告 


本製品から発熱や煙、異臭や異音がするなどの異常が発生した場合は、すぐにパソコン本体の電源を切り、 AC アダ 
プタの電源プラグをコンセントから抜いてください。バッテリパックを装着している場合は、バッテリパックも取り 
^外してください。その後、異常な現象がなくなるのを確認して、「富士通ハードウェア修理相談センター」、またはご 
購入元にご連絡ください。お客様自身による修理は危険ですから絶対におやめください。 

異常状態のまま使用すると、感電•火災の原因となります。 


パソコン本体の内部に水などの液体や金属片などの異物が入った場合は、すぐにパソコン本体の電源を切り、 AC ア 
ダプタの電源プラグをコンセントから抜いてください。バッテリパックを装着している場合は、バッテリパックも取 
^ り外してください。その後、「富士通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

そのまま使用すると、感電•火災の原因となります。 

特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。 


本製品を落としたり、カバーなどを破損した場合は、パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタの電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 

^バッテリパックを装着している場合は、バッテリパックも取り外してください。 

その後、「富士通ハードウヱア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

そのまま使用すると、感電•火災の原因となります。 


AC アダプタのケーブルや電源プラグが傷んだり、コンセントがゆるんでいるときは使用しないでください。 

火災 • 感電の原因となります。 


■設置されるとき 

△警告 


AC アダプタの電源プラグは、家庭用電源 (AC100V) に接続してください。 
また、タコ足配線をしないでください。 

感電 • 火災の原因となります。 




本製品を設置したり、周辺機器の取り付け/取り外しを行うときは、本製品や周辺機器の電源を切った状態で行って 
ください。 

AC アダプタや電源コードがコンセントにつながっている場合は、それらをコンセントから抜いてください。 

感電の原因となります。 


0 


振動している場所や傾いたところなどの不安定な場所に置かないでください。 

本製品が落ちて、けがの原因となります。 


Q 


梱包に使用している袋類は、お子様の手の届くところに置かないでくださし、。 

口に入れたり、頭にかぶったりすると、窒息の原因となります。 


周辺機器のケーブルは、このマニュアルをよく読み、正しく接続してください。 

^誤った接続状態でお使いになると、感電•火災の原因となります。また、パソコン本体および周辺機器が故障する原 
因となります。 
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△注意 


本製品を移動する場合は、必ず AC アダプタの電源プラグをコンセントから抜いてください。また、接続されたケー 
A ブルなども外してください。作業は足元に十分注意して行ってください。 

^ AC アダプタの電源コードが傷っき、感電•火災の原因となったり、本製品が落下したり倒れたりして、けがの原因と 
なることがあります 


電話回線、 ISDN 回線、 ADSL 回線、 LAN などの差し込み口（モジュラージャックコネクタ）に指などを入れないで 
くださぃ。 

感電の原因となることがあります。 


■ご使用になるとき 

△警告 


0 


自動車などを運転中に本製品を使用しないでください。 

安全走行を損ない、事故の原因となります。車を安全なところに止めてからお使いください。 



ぬれた手で AC アダプタの電源プラグを抜き差ししないでくださし、。 

感電の原因となります。 


Q 


AC アダプタの電源プラグに、ドライバーなどの金属を近づけないでください。 

火災 • 感電の原因となります。 


AC アダプタのケーブルは、傷つけたり、加工したり、加熱したり、重いものを乗せたり、引っ張ったり、無理に曲 
(Sj げたり、ねじったりしないでください。 

感電 • 火災の原因となります。 


0 


本製品を風通しの悪い場所、火気のある場所、引火性ガスの発生する場所で使用したり、置いたりしないでくださしヽ。 

火災の原因となります。 



本製品を風呂場やシャワー室など、水のかかるおそれのある場所で使用したり、置いたりしないでくださし、。 

感電 • 火災の原因となります。 


Q 


本製品の上や周りに、花びん_コップなど液体の入ったものを置かないでくださし、。 

水などの液体が本製品の内部に入って、感電 • 火災の原因となります。 

また、本製品の上に重いものを置かないでください。 

故障 • けがの原因となります。 


各スロットやディスクトレイなどの開口部から、本製品の内部に金属物や紙などの燃えやすいものを差し込んだり、 
0 入れたりしないでください。 

感電 • 火災の原因となります。 


〇 取り外したカバー、キャップ、ネジ、電池などの部品は、小さなお子様の手の届かないところに置いてくださし、。 

誤って飲み込むと窒息の原因となります。万一、飲み込んだ場合は、すぐに医師に相談してください。 
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雷が鳴り出したら、本製品やケーブル類、およびそれらにつながる機器に触れないでください。 

感電の原因となります。 


バッテリの交換などで、パッテリパックの取り付け/取り外しを行うときは、落としたり、強い衝撃を与えないでく 
ださい。また、落としたり、強い衝撃を与えたバッテリパックは使用しないでください。 

感電や火災、バッテリパックの破裂の原因となります。 


添付もしくは指定された以外の AC アダプタや電源コードを本製品に使ったり、本製品に添付の AC アダプタや電源 
コードを他の製品に使ったりしないでください。 

感電 • 火災の原因となります。 


AC アダプタの電源プラグは、コンセントの奥まで確実に差し込んでください。また、 AC アダプタと電源コードの接 
^続部分は、奥まで確実に差し込んでください。 

不完全な接続状態で使用すると、火災 • 故障の原因となります。 


Q 


パソコン本体や AC アダプタの温度が高くなる場所に長時間直接触れて使用しないでください。 

低温やけどの原因になります。 


本製品をご使用になる場合には、部屋を明るくして、画面からできるだけ離れてください。 

お使いになる方の体質や体調によっては、強い光の刺激を受けたり、点滅の繰り返しによって一時的な筋肉のけいれ 
んや意識の喪失などの症状を起こす場合がありますので、ご注意ください。 

過去にこのような症状を起こしたことがある場合は、事前に医師に相談してください。 

また、本製品をご使用中にこのような症状を発症した場合には、すぐに本製品の使用を中止し、医師の診断を受けて 
ください。 


ディスプレイが破損し、液状の内容物が流出して皮膚に付着した場合は、流水で15分以上洗浄してください。また、 
目に入った場合は、流水で15分以上洗浄したあと、医師に相談してください。 

けがの原因となります。 

液晶ディスプレイの内部には、刺激性物質が含まれています。 


Q 


バッテリパックには以下のことをしないでください。 

破裂 • 液漏れ • 火災 • けが • 周囲を汚す原因となります。 

• ショ^ー トさせる 

•加熱したり、火の中に入れる 

•端子部分をぬらしたり、水の中に入れる 

•落としたり、ぶつけたり、大きな衝撃を与える 


バッテリパックが液漏れし、漏れ出た液が万一、目や口に入ったときは、こすらず水道水などの多量のきれいな水で 
充分に洗った後、すぐに医師の治療を受けてください。 

^失明など障害の原因となります。 

液が皮膚や衣類に付着したときは、ただちに水でよく洗い流してください。 

皮膚に障害を起こす原因となります。 


病院内や医用電気機器のある場所では無線通信機能を OFF にしてください。特に手術室、集中治療室、 CCU (冠状 
^動脈疾患監視病室）などには持ち込まないでください。 

無線通信機能からの電波が医用電気機器に影響を及ぼすことがあり、誤動作による事故の原因になります。 
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本製品を使用したり持ち運んだりする場合は、心臓ペースメーカーの装着部位から 22cm 以上離してください。もし 
^ くは、本製品の電源を切るか無線通信機能をオフにしてください。 

電波によりペースメーカーの動作に影響を及ぼすおそれがあります。 


満員電車の中など混雑した場所では、付近に心臓ペースメーカーを装着している方がいる可能性があるので、無線通 
Q 信機能をオフにしてください。 

電波によりペースメーカーの動作に影響を及ぼすおそれがあります。 


航空機内など無線通信機能の使用を禁止されている場所や、自動ドア_火災報知器などの自動制御機器の近くでは、 
@無線通信機能をオフにしてください。 

誤動作による事故の原因となります。 


本製品をお客様ご自身で修理 ■ 分解 ■ 改造しないでください。 

感電•火災の原因となります。 

修理や点検などが必要な場合は、「富士通ハードウエア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください 


△注意 


赢 


CD/DVD ドライブのレーザー光の光源部を直接見ないでください。 

目を傷める原因となることがあります。 


本製品を長期間使用しないときは、安全のため AC アダプタの電源プラグをコンセントから抜き、パソコン本体から 
AC アダプタを取り外してください。バッテリパックを取り外せる場合は、パッテリパックも取り外してください。 

火災の原因となることがあります。 


0 


AC アダプタの電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らず、必ず電源プラグを持って抜いてくださし、。 

電源コードや電源ブラグが傷っき、感電 • 火災の原因となることがあります。 


Q 


本製品を調理台や加湿器のそば、ほこりの多い場所などで使用したり、置いたりしないでください。 

感電 • 火災の原因となることがあります。 


本製品を直射日光があたる場所、閉めきった自動車内、ストーブのような暖房器具のそばで使用したり、置いたりし 
0 ないでください。 

感電•火災の原因となることがあります。また、破損や故障の原因となることがあります。 


使用中のパソコン本体や AC アダプタを布などでおおったり、包んだりしないでください。また、排気孔などの開口 
Q 部をふさがないでください。 

内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。 


電源が入っているときは、キーボードやパームレストの上に書類などのおおいかぶさる物を置かないでください。 

パソコン 本体の放熱が妨げられ、故障の原因となることがあります。 


電源が入っているときに液晶ディスプレイを閉じてもスタンバイや休止状態にしない設定にした場合は、パソコンの 
(Vg 液晶ディスプレイを閉じないでください。 

パソコン 本体の放熱が妨げられ、故障の原因となることがあります。 
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フロッピーディスクや CD/DVD、PC カードなどのトレイやスロット、モデムや LAN のコネクタなど、本製品の開口 
部に、手や指を入れないでください。 

けが•感電の原因となることがあります。 


PC カードの使用終了直後は、 PC カードが高温になっていることがあります。 PC カードを取り出すときは、使用後 
^しばらく待ってから取り出してください。 

火傷の原因となることがあります。 


本製品は次のような姿勢や環境で使用し、長時間使い続けるときは1時間に10〜15分の休憩時間や休憩時間の間の 
小休止を取るようにしてください。 

本製品を長時間使い続けると、目の疲れや首•肩 • 腰の痛みなどを感じる原因となることがあります。 

© • 画面の位置や角度、明るさなどを見やすいように調節する。 

• 背もたれのあるいすに深く腰かけ、背筋を伸ばす。 

•いすの高さを、足の裏全体がつく高さに調節する。 

• 手首や腕、ひじは机やいすのひじかけなどで支えるようにする。 

• キーボードやマウスは、ひじの角度が90度以上になるように使用する。 


1時間に10〜15分程度の休憩をとってください。また、なるべく画面を下向きに見るように調整する、意識的にま 
^ばたきをする、場合によっては目薬をさすなどしてください。 

画面を長時間見続けると、「近視」「ドライアイ」等の目の傷害の原因となることがあります。 


へッドホンやイヤホンをご使用になるときは、音量を上げすぎないでください。 

耳を刺激するような大きな音量で聞くと、聴力に悪レヽ影響を与える原因となることがあります。 


電源を入れたり切ったりする前には音量を最小にしておいてください。また、ヘッドホンやイヤホンをしたまま、電 
^源を入れたり切ったりしないでください。 

突然大きな音や刺激音が出て、聴力に悪い影響を与える原因となることがあります。 


本装置を持ち上げたり運んだりする場合、液晶ディスプレイや液晶ディスプレイの枠部分を持って、装置を持ち上げ 
たり運んだりしないでください。 

装置の故障やけがの原因となることがあります。 

持ち上げたり運んだりするときは、装置の底面あるいは装置中央の両脇を持ってください。 




AC アダプタ本体に電源コードをきつく巻きつけるなどして、根元部分に負担をかけないでくださし、。 

電源コードの芯線が露出したり断線したりして、感電•火災の原因となることがあります。 




液晶ディスプレイとキーボードの間に、物をはさまないでください。 

液晶ディスプレイを閉じるとき、液晶ディスプレイを破損する原因となることがあります。 


■お手入れについて 

△警告 


AC アダプタや電源プラグは コンセントから ときどき抜いて、 コンセント との接続部分および AC アダプタと電源 コー 
^ ドの接続部分などのほこりやゴミを乾いた布でよく拭き取ってください。 

ほこりがたまったままの状態で使用すると火災の原因になります。 
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■ レーザーの安全性について 

本製品に搭載されている CD / DVD ドライブは、レーザーを使用しています。 

クラス1 レーザー 製品 

CD / DVD ドライブは、クラス1レーザー製品について規定している米国の保健福祉省連邦規則 （ DHHS 21 CFR ) Subchapter J に 
準拠しています。 

また、クラス1レーザー製品の国際規格である （IEC 60825 -1) 、 CENELEC 規格 （EN 60825_1)および、 JIS 規格 （ JISC 6802) に 
準拠しています。 

△警告 


お客様自身で分解したり、修理_改造しないでください。 

良 本装置は、レーザー光線を遮断する安全な構造になっていますが、分解したり修理•改造したことで、レーザー光線 
が装置外にもれて目に照射され、視力障害の原因となります。 


本装置は、レーザー光線を装置カバーで遮断する安全な構造になっていますが、万一の故障で装置カバーが破損して 
レ _ ザ _ 光線が装置外にもれた場合は、レ _ ザ _ 光線をのぞきこまないでください。 

レーザー光線が目に照射されると視力障害の原因になります。 


■その他 

△注意 



本製品またはバッテリパックの廃棄については、マニュアルの説明に従ってください。 

本製品は「廃棄物の処理および清掃に関する法律」の規制を受けます。 

本製品はリチウム電池を、バッテリパックはリチウムイオン電池を使用しており、一般のゴミと一緒に火中に投じら 
れると破裂のおそれがあります。 


本書の表記 


■電源プラグとコンセント形状の表記について 

本パソコンに添付されている電源ケーブルの電源プラグは「平行2極プラグ」です。本書では「電源プラ 
グ」と表記しています。 

接続先のコンセントには「平行2極プラグ (125 V 15 A ) 用コンセント」をご利用ください。本書では「コ 
ンセント」と表記しています。 

■本文中の記号 

本文中に記載されている記号には、次のような意味があります。 



記号 

意味 

淡 重要 

お使いになる際の注意点や、してはいけないことを記述しています。必ずお読みください。 

P POINT 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

― > 

参照ページや参照マニュアルを示しています。 


■キーの表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、説明に必要な文字を次のように記述 
しています。 

例： [Ctrl] キー、 [Enter] キー、【―】キーなど 

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記しています。 

例： 【Ctrl】 + [F3] キー、 [Shift] + [T ] キーなど 
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■コマンド 入力（キー入力） 

本文中では、コマンド入力を次のように表記しています。 

diskcopy a : a : 

T T 

• T の箇所のように文字間隔を空けて表記している部分は、 【 Space 】 キーを1回押してください。 

また、上記のようなコマンド入力を英小文字で表記していますが、英大文字で入力してもかまいません。 

• CD - ROM ドライブのドライブ名を、 [ CD - ROM ドライブ]で表記しています。入力の際は、お使いの環境に合わせて、ドラ 
イブ名を入力してください。 

例： [ CD-ROM ドライブ]: ¥ setup . exe 
■連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「—」でつなげて記述しています。 

例：「スタート」ボタンをクリックし、「すべてのプログラム」をポイントし、「アクセサリ」をクリックする操作 
丄 

「スタート」ボタン—「すべてのプログラム」—「アクセサリ」の順にクリックします。 

■ BIOS セットアップの表記 

本文中の BIOS セットアップの設定手順において、各メニューやサブメニューまたは項目を、「一 」 （ハイフン） でつ なげて記述 
する場合があります。また、設定値を「：」（コロン）の後に記述する場合があります。 

例：「メイン」メニューの「言語 ( Language ) J の項目を「日本語 （ JP )」 に設定します。 

丄 

「メイン」一「言語 （ Language )」 ：日本語 （ JP ) 

■画面例およびイラストについて 

表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種やモデルによって、実際に表示される画面やイラスト、および 
ファイル名などが異なることがあります。また、このマニュアルに表記されているイラストは説明の都合上、本来接続されて 
いるケーブル類を省略していることがあります。 

■カスタムメイドオプションについて 

本文中の説明は、標準仕様に基づいて記載されている場合があります。 

そのため、カスタムメイドで選択のオプションを取り付けている場合、メモリ容量やハードディスク容量などの記載が異なり 
ます。ご了承ください。 

■製品の呼び方 

本文中の製品名称を、次のように略して表記します。 

なお、本書ではお使いの 0 S 以外の情報もありますが、ご了承ください。 


製品名称 

本文中の表記 

FMV - C 8200 

本パソコン/パソコン本体 

Microsoft ® Windows ® XP Professional 

Windows XP Professional 

Windows XP 

Windows 

Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 

Windows XP Home Edition 


■お問い合わせ先 / URL 

本文中に記載されているお問い合わせ先やインターネットの URL アドレスは2005年4月現在のものです。変更されている場 
合は、「富士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」へお問い合わせください（― P .23)。 

警告ラベル/注意ラベル 

本製品には警告ラベルおよび注意ラベルが貼ってあります。 

警告ラベルや注意ラベルは、絶対にはがしたり、汚したりしないでください。 

ユーザー 登録について 

本製品のユーザー登録は、富士通パソコン情報サイト 「 FMWORLD . NET 」( http :// www . fmworld . net / biz /) から行うことができます。 
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商標よび著作権について 


Microsoft 、 Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。 

その他の各製品は、各社の著作物です。 

All Rights Reserved , Copyright © FUJITSU LIMITED 2005 

画面の使用に際して米国 Microsoft Corporation の許諾を得ています。 
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1. 必ずお読みください 

バソコンの疲れにくい使い方 

バソコン作業を続けていると、目が疲れ、首や肩が痛くなり、 
腰が痛くなることがあります。その主な原因は、長い時間同 
じ姿勢でいることや、近い距離で画面やキーボードを見続け 
ることです。パソコンをお使いの際は疲労に注意し、適切な 
環境で作業してください。 

•ブラインドや力ーテンで、外光が直接目に入ったり画面に 
映り込んだりしないようにする。 

•目は画面から 40 cm 以上離し、画面の高さは水平より下に 
なるようにする。 

♦作業中は、1時間に10分〜15分程度の休憩をとる。 

♦肘かけや背もたれのついた椅子を使用し、座面の高さを調 
節する。 

籲パソコンの 周り や 足元には、十分な スペースを 確保する。 

パソコンを お使いになる ときの姿勢 や環境に ついて、 さらに 
詳しい説明が 『FMV マニュアル』の「ハードウェア」一「パ 
ソコンの 疲れにくい使い方」に記載されています。あわせて 
ご覧ください。 

PPOINT 

► 富士通では、独立行政法人産業医学総合研究所の研究 
に協力し、その成果が「パソコン利用のアクション ■ 
チェックポイント」としてまとめられています。 
詳しくは、富士通ホームページ (http://design.fujitsu. 
com/jp/universal/ergo/vdt/) の解説をご覧く ださい。 

使用上のお願い 

_用および設置に適@場所 

• 机の上など平らで安定した場所 

籲パソコン 本体と同じくらいの高さで、操作に十分な スペー 
スが取れる場所 

♦本体と壁の間に 10 cm 以上のすき間をあけられる場所 
癱コンセントから直接電源をとれる場所 
參インターネットに接続するときは、接続ケーブルが届く場所 

使用および設置に適さない場所 


• 極端に高温または低温になる場所 
參結露する場所 
參直射日光の当たる場所 
參衝撃や振動の加わる場所 


參磁石や磁気ブレスレットなど磁気を発生するものの近く 
♦ほこりの多い場所 
♦水など液体のかかる場所 
♦湿度の高い場所 
參安定の悪い場所 

參パソコン本体が傾いた状態になる場所 

♦発熱器具の近くや、腐食性のガスなどが発生する場所 

PPOINT 

► 本製品の使用環境は、温度5〜 35°C/ 湿度20〜 80%RH 
(動作時）、温度-10〜 60°C/ 湿度20〜 80%RH (非 
動作時）です。 

► 結露は、空気中の水分が水滴になる現象です。温度の 
低い場所（クーラーの効いた場所、寒い屋外など）か 
ら、温度の高い場所（暖かい室内、炎天下の屋外な 
ど）へ移動した時に起こります。結露が発生すると故 
障の原因となりますので、ご注意ください。 

► 本製品のそばで喫煙すると、タバコのャニゃ煙がパソ 
コンの内部に入り、 CPU ファンなどの機能を低下させ 
る可能性がありますので、ご注意ください。 

バソコン本体取り扱い上の注意 


籲衝撃や振動を与えないでください。 

籲本製品の操作に必要のない部分を押したり、本製品に必要 
以上の力を加えたりしないでください。誤動作の原因とな 
ることがあります。 

參分解しないでください。 

參電源を入れたまま（スタンバイ中を含む）の状態で持ち運 
ばないでください。 

籲排気孔はふさがないでください。パソコン内部に熱がこも 
り、故障の原因となります。 

籲排気孔の近くに物を置かないでください。排気孔からの熱 
で、排気孔の近くに置かれた物が熱くなることがあります。 

籲排気孔からは熱風が出ています。排気孔付近には手を触れ 
ないでください。 

參バソコ ン本体内部からは、 バソコン 本体内部の熱を外に逃 
がすた めのフアンの 音や、 ハードディスク ドライブが デー 
夕を書き込む音、 CD / DVD が回転する音などが聞こえる 
ことがあります。これらは故障ではありません。 

參磁石や磁気ブレスレツトなど、磁気の発生するものをパソ 
コン本体や画面に近づけないでください。画面が表示され 
なくなるなどの故障の原因となったり、保存しているデー 
夕が消えてしまうおそれがあります。 

籲ひざの上など直接肌に触れた状態では、長時間使用しない 
でください。使用中、本パソコンの底面が熱くなり、低温 
やけどを起こす可能性があります。 

參使用するアプリケーシヨンによっては、パームレスト部 
(手をのせる部分）が多少熱く感じられることがあります。 
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長時間使用する場合には低温やけどを起こす可能性があ 
りますので、ご注意ください。 

♦周辺機器は、弊社純正品をお使いください。 

參バソコン 本体には静電気に弱い部品が使用されています 
ので、静電気の発生しやすい場所では使用しないでくださ 
い。また、使用する前には金属質のものに触れて、静電気 
を逃がしてください。 

春本製品は昼夜連続動作 （24 時間動作）を目的に設計されて 
いません。ご使用にならないときは電源を切ってください。 
參液晶ディスプレイは次のような点に注意して取り扱って 
ください。 

• 液晶ディスプレイを開いたり閉じたりするときは、ゆっ 
くりと衝撃を与えないようにしてください。 

• 液晶ディスプレイを開くときは、無理に大きく開けない 
でください。 

• 液晶ディスプレイをたたいたり強く押したりしないで 
ください。 

參液晶ディスプレイを開いたまま、パソコン本体を裏返して 
置かないでください。 

參パソコン 本体を立てたり傾けて置かない でく ださい。 パソ 
コン 本体が倒れて、故障の原因となることがあります。 

放熱について 


參バソコン 本体および AC アグプタは堅レ、机の上などに置く 
ようにしてください。ふとんの上など熱がこもりやすい場 
所に置くと、 パソコン や AC アダプタ表面が高温になるこ 
とがあります。 

參電源が入っているときは、キーボードの上に書類などのお 
おいかぶさる物を置かないでください。 パソコン 本体の放 
熱が妨げられ、故障の原因になります。 

♦ほこりの多い環境では使用しないでください。 フアンに ほ 
こりが詰まり、放熱が妨げられ、故障の原因となる場合が 
あります。 

♦パソコンを 長時間お使いになると熱く感じることがあり 
ますが、これは故障ではありません。 

籲パソコン 本体下面の吸気孔の表面に ほこ りがたまってい 
る場合には取り除いてください。 

參電源が入っているときに液晶ディスプレイを閉じてもス 
タンバイしない設定にした場合は、パソコンの液晶ディス 
プレイを閉じないでください。パソコン本体の放熱が妨げ 
られ、故障の原因となります（ご購入時の設定では、電源 
が入っているときに閉じてもかまいません)。 

落雷の！ n がある I きの穿意 

落雷の可能性がある場合は、バソコンの電源を切るだけでな 

く、すべてのケーブル類を抜いておくことをお勧めします。 

また、安全のため、避雷器の設置をお勧めします。 


落雷には、直撃雷と誘導雷の2種類ありますが、パソコンの 
故障は主に誘導雷によって起こります。雷により周囲に強力 
な電磁場ができると発生し、電線や電話線などから侵入する 
のが誘導雷です。パソコンの場合、電源ケーブル、外部機器 
との接続ケーブル、 LAN ケーブルなどからの誘導雷の侵入が 
考えられます。誘導雷を防ぐにはケーブル類を抜くなどの対 
策が必要です。 

直撃雷は避雷針によって雷を誘導して対象物を保護できま 
すが、避雷器の許容値を超えた非常に大きな雷を受けた場合 
には、避雷器を用いても本製品を保護できないことがありま 
すので、ご了承ください。 

場合によっては、パソコン本体だけでなく、周辺機器などが 
故障することもあります。故障の状況によっては、修理費用 
が高額になることもあるので、ご注意ください。 

££ノコとを持ち運名 i ときは 

參電源が入った状態で持ち運ばないでください。また、電源 
を切ってから動かす場合も約5秒ほど待ってから動かして 
ください。衝撃によりハードディスクドライブが故障する 
原因となります。 

♦接続しているケーブルなどをすべて取り外してください。 
接続したまま持ち運ぶとケーブルや本体のコネクタを破 
損するおそれがあります。 

參パソコン本体に PC カードをセットしている場合は、必ず 
PC カードを取り外してください。 PC カードを取り付けた 
まま持ち運ぶとパソコンや PC カードを破損するおそれが 
あります。 

參液晶デ ィス プレイを閉じてください。 

書 パソコン 本体を持ち上げたり移動させたりするときは、両 
手でつかんでください。 

參 フロッピー ディスクドライブ内蔵機種の場合、 フロッピー 
ディスクドライブに フロッピー ディスクが セット されて 
いないことを確認してください。 

♦パソコンを かばんの中などに入れて携帯する場合は、 パソ 
コン 本体背面を下側に、ラッチを上側にして、かばんに入 
れてください。 

籲バソコン本体や AC アダプタを運ぶ場合は、ぶつけたり落 
としたりしないでください。かばんなどに入れて衝撃や振 
動から保護してください。 

液晶^[スプレイのお手入れ 

春液晶デ ィス プレイの汚れは、乾！/ヽた柔らかい布かメガネ拭 
きで軽く拭き取ってください。 

♦液晶ディスプレイの表面を固いものでこすったり、強く押 
しつけたりしないでください。 

液晶デイスプレイが破損するおそれがあります。 
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♦液晶部分を拭くときは、必ずから拭きをしてください。 

水や中性洗剤を使うと、液晶部分を傷めるおそれがありま 
す。 

♦化学ぞうきんや市販クリーナーは以下の成分を含んだも 
のがあり、画面の表面コーティングを傷つける場合があり 
ますので、ご使用を避けてください。 

• アルカリ t 生成分を含んだもの 
• 界面活 t 生剤を含んだもの 
• アルコール 成分を含んだもの 
• シンナーやベンジンなどの揮発性の強いもの 
• 研磨剤を含むもの 

パスワードの取り扱いについて 


參 BIOS のパスワードや Windows のパスワードを設定すると 
きは、設定したパスワードを忘れないよう注意してくださ 
い。パスワードを忘れると、パソコンが使えなくなり修理 
が必要となります。 

電源を入れる 

注意事項 


籲ご購入後、初めて電源を入れる場合は、周辺機器の取り付 
けなどは行わないでください。 

春電源を入れてから、持ち運んだり、衝撃や振動を与えたり 
しないでください。故障の原因となります。 

參電源を入れる場合、フロッピーディスクドライブにディス 
クがセットされていたら、取り出してください。 

參電源を切った後、すぐに電源を入れないでください。再度 
電源を入れる場合は、10秒以上待ってから電源を入れてく 
ださい。 

籲電源を入れても画面に何も表示されないときは、次のこと 
を確認してください。 

• 状態表示 LCD の電源表示（①）を確認してください。 
点灯している場合は、キーボードかポインティングデバ 
イスに触れてください。また、 [ Fn ] + [ F 7] キーを押し 
て、明るさを調整してください。点滅している場合は、 
電源ボタンを押して動作状態にしてください。消灯して 
いる場合は、電源を入れてください。 

• バッテリ運用している場合は、状態表示 LCD のバッテ 
リ残量表示を確認してください。本パソコンご購入時や 
バッテリが充電されていない場合は、 AC アダプタを接 
続してください。 


電源@入$方 

1 AC アダプタを接続します。 

AC アダプタに AC ケーブルを接続し（1)、パソコン本 
体の DC - IN コネクタに接続します（2)。その後、プラグ 
をコンセントに接続します（3)。 



2液晶ディスプレイを開きます。 

前面のラッチを右にスライドしてロックを外し、液晶 
ディスプレイに手を添えて持ち上げます。 


ラッチ 



3電源ボタンを押します。 

パソコン 本体に電源が入り、自己診断 ( POST ) が始まり 
ます。また、状態表示 LCD の®などが点灯します。 

ご購入後、初めて電源を入れると、 Windows のセット 
アップ画面が表示されます。その場合は、「セットアッ 
プ」（― P .17) をご覧になり、操作を続けてください。 



PPOINT 

► POST とは、 Power On Self Test (パワーオンセルフ 
テスト）の略で、パソコン内部に異常がないか調べる 
自己診断テストです。本パソコンの電源が入ると自動 
的に行われ、テスト終了後に OS が起動します。 

► 自己診断 ( POST) 中に電源を切ると、自己診断テス 
卜が異常終了したと診断されます。本パソコンでは、 
自己診断テストの異常終了回数をカウントしており、 
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3 回続いた場合、4回目の起動時にエラーメッセージ 
を表示します。自己診断 ( POST ) 中は、不用意に電 
源を切らないでください。 

セットアップ 

初めて電源を入れた後に行う Windows の初期設定 (Windows 
セットアップ）について説明します。必ず、本書の手順に 
従って操作してください。 

次の「留意事項」をよくお読みになり、電源を入れて Windows 
セットアップを始めます。 

留意事項 

• Windows セットアップを行う前は、次の点にご注意くださ 

い。 

• 周辺機器（カスタムメイドオプションを除く）を取り付 
けないでください。 

• LAN ケーブルを接続しないでください。 

Windows セットアップが正常に行われなかったり、エラー 
メッセージが表示される場合があります。 

• Windows セットアップの各ウインドウが完全に表示されない 
うちにキーを押すと、 Windows セットアップが完全に行われ 
ない場合があります。ウィンドウが完全に表示されてから、 
キーまたはボインテイングデバイスで操作してください。 

參セットアップ中は、不用意に電源を切らないでください。 
籲 Windows セットアップが進められなくなったときは、「セッ 
トアップで困ったときは」（― R 19) をご覧ください。 

Windows XP セットアップ 

1 ac アダプタを接続し、本パソコンの電源を入れます（— 
P .16) 0 

しばらくすると、「 Microsoft Windows へようこそ」が表 
示されます。 

2 「次へ」をクリックします。 

「使用許諾契約」が表示されます。 

「使用許諾契約書」は、本パソコンにあらかじめインス 
トールされている Windows を使用するうえでの契約を記 
述したものです。 

3 「使用許諾契約書」をよく読み、「同意します」をクリッ 
クし、「次へ」をクリックします。 

「コンピュータを保護してください」と表示されます。 

PPOINT 

► 「同意しません」を選択した場合は、「次へ」をクリッ 
クした後、メッセージに従って操作してください。 


4 「自動更新を有効にし、コンピュータの保護に役立てま 
す」をクリックし、「次へ」をクリックします。 

「コンピュータに名前を付けてください」と表示されま 
す。 

5 「このコンピュータの名前」と「コンピュータの説明」を 
入力し、「次へ」をクリックします。 

■ Windows XP Professional の場合 

「管理者パスワードを設定してください」と表示され 
ます。 

■ Windows XP Home Edition の場合 

「インターネット接続を確認しています」と表示され 
ます。しばらくすると、「インターネットに接続する 
方法を指定してください。」と表示されます。 

手順8へ進んでください。 

PPOINT 

► 「コンピュータの説明」は省略できます。 

また、コンピュータの名前や説明は、セットアップ終 
了後にあらためて設定することもできます。 

►「Microsoft にユーザー登録する準備はできましたか？」 
と表示された場合は、手順9へ進んでください。 

► 「設定が完了しました」と表示された場合は、手順10 
へ進んでください。 

6 「管理者パスワード」と「パスワードの確認入力」にパ 
スワードを入力し、「次へ」をクリックします。 

「このコンピュータをドメインに 参加させますか？」と表 
示されます。 

PPOINT 

► パスワードでは大文字/小文字が区別されます。 

►「Microsoft にユーザー登録する準備はできましたか？」 
と表示された場合は、手順9へ進んでください。 

► 「設定が完了しました」と表示された場合は、手順10 
へ進んでください。 

7 「いいえ…」をクリックし、「次へ」をクリックします。 

「インターネット接続を確認しています」と表示されま 
す。しばらくすると、「インターネットに接続する方法 
を指定してください。」と表示されます。 

PPOINT 

►「Microsoft にユーザー登録する準備はできましたか？」 
と表示された場合は、手順9へ進んでください。 

8 「省略」をクリックします。 

「 Microsoft にユーザー登録する準備はできましたか？」と 
表示されます。 
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9 「いいえ、今回はユーザー登録しません」をクリックし、 
「次へ」をクリックします。 

「設定が完了しました」と表示されます。 

10 「完了」をクリックします。 

■ Windows XP Professional の場合 

本 パソコンの 再起動 後、パスワー ド入力画面が表示さ 
れます。 

■ Windows XP Home Edition の場合 

本 パソコンの 再起動後、手順12 へ 進んでください。 

11 手順6で入力したパスワードを入力し、「—」をクリック 
します。 

PPOINT 

► 「ネットワーク設定」ウィンドウが表示された場合は、 
「キャンセル」をクリックしてください。 

► 画面下の通知領域に警告が表示されたら、「必ず実行し 
てください」を実行後、ウイルス対策ソフトをインス 
トールし、ウイルス対策を最新の状態にしてくださし、。 

12「スタート」メニューの 「必ず実行してください」をク 
リックします。 

「このパソコンに最適な設定を行います」ウインドウが 
表示されます。 

杈重要: 

► 「必ず実行してください」を行わないと、セットアッ 
プの最終設定が行われません。必ず手順どおりに実行 
してください。 

13 「実行する」をクリックします。 

最終設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。 

技重要 

► 最終設定を正しく行うために、必ず「実行する」をク 
リックしてください。 

► 再起動メッセージが表示されるまでの間は、 キーボー 
ドやボインティングデバイスを操作しないでくださ 
い。 

14 「〇 K」 をクリックします。 

本パソコンが再起動します。 

PPOINT 

► 「復元ポイントの作成」を行う場合は、「必ず実行して 
くださし、」を実行後、再起動してから行ってくださし、。 

これで、 Windows セットアップが完了しました。 

この後は、「セットアップ後」（― P .18) をご覧になり、必要 
な操作を行ってください。 


セツトアツプ後 


セットアップが終わったら、パソコンを使い始める前に、次 
の操作を行ってください。 

參セキュリティ対策 

ウイルス対策や不正アクセスに関する対策など、お使いの 
パソコンについてのセキュリティ対策は、システム管理者 
の指示に従い、お客様_身が責任をもって行ってくださ 

い0 

初めてインターネットに接続する場合は、 LAN などに接続 
してインターネットを始める前に、次のセキュリティ対策 
を行ってください。 

1. ネットワーク管理者に確認し、 LAN などの設定や接続 
を行います。 

2. 「Windows Update 」 を実行し、 Windows をより安全な状 
態に更新します。 

「スタート」ボタン—「すべてのプログラム」— 
「 Windows Update 」 の順にクリックし、必要な更新を 
インストールします。 

3. Office 製品をお使いの場合は、マイクロソフト社のホー 
ムページから 「 Office のアップデート」を実行し、より 
安全な状態に更新します。 

4. ウイルス対策ソフトをインストールし、ウイルス対策 
のデータファイルを最新にします。ウイルス対策ソフ 
卜 「AntiVirus」 については、 『FMV マニュアル』の 「卜 
ラブルシューティング」一「トラブルに備えて」一 
「コンピュータウイルス対策」をご覧ください。 

実行にあたっては、ネットワーク管理者の指示に従ってく 
ださい。 

なお、 『 FMV マニュァル』をご覧になるためには、インター 
ネットに接続できる環境が必要になります。ネットワーク管 
理者に確認し、 LAN などの設定を行ってください。 

また、必要に応じて、次の操作を行ってください。 
♦カスタムメイドオプションを選択している場合は 、 『FMV 
マニュアル』内の「カスタムメイドオプション」にあるマ 
ニュアルをご覧ください。 

•カスタムメイドで StandbyDiskSolo を選択した場合は 、 『FMV 
マニュアル』の「機能」一「セットアップ後」をご覧にな 
り、インストールや設定を行ってください。 

參必要に応じて、ソフトウェアの追加や削除を行うことがで 
きます。ソフトウェアに ついては、 『FMV マニュアル』 の 
「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」をご覧ください。 

その他の設定については 『 FMV マニュアル』をご覧ください。 
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セットアップで困 ったとき は 

セットアップ中に動かなくなった、など困ったことがあった 
ときには、次の項目をご覧ください。 

□ Windows セットアップが進められなくなった 
春「電源を切る」（― P .19) をご覧になり、本パソコンの電源 
を一度切った後でセットアップをやり直してください。 
♦途中で電源を切ると、次に電源を入れたときに再起動を繰 
り返したり、「システムのインストールが完全ではありま 
せん」などのメッセージが表示され、 Windows が起動しな 
くなることがあります。 

この場合は、 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されているときか、ま 
たはメッセージが表示されているときに、電源ボタンを4 
秒以上押し続けて強制的に電源を切り、リカバリ操作を 
行ってください。 

□画面が見にくい 

籲液晶ディスプレイの角度を見やすい位置に調節します。 

參次のキーを何度か押して輝度を調節します。 

[ Fn ] + [ F 6] キーを押すと、表示が暗くなります。 

[ Fn ] + [ F 7] キーを押すと、表示が明るくなります。 

電源を切る 


连意事項 

參電源を切った後、すぐに電源を入れないでください。再度 
電源を入れる場合は、10秒以上待つてから電源を入れてく 
ださい。 

參本 パソコンの 電源を切る場合は、あらかじめ CD や フロ ッ 
ピーディスクなどを取り出してください。 

春電源を切る際、ノイズが発生することがあります。その場 
合は、音量を下げてお使いください。 

• 液晶ディスプレイは静かに閉じてください。 

閉じるときに液晶ディスプレイに強い力が加わると、液晶 
ディスプレイが故障する原因となることがあります。 

電源の切り方 

「スタート」ボタン—「終了オプション」—「電源を切る」の 
順にクリックします。 

OS が終了し、本パソコンの電源が切れます。また、状態表 
示 LCD の電源表示（― P .16) が消えます。 


PPOINT 

► 上記操作で電源が切れない場合、次の手順で電源を 
切ってください。 

1.[Ctrl] + [Alt] + [Delete] キーを押します。 
「シャットダウン」—「コンピュータの電源を切 
る」の順にクリックします。 

それでも電源が切れない場合は、電源ボタンを4秒以 
上押してください。 

► 上記の画面で、「再起動」を選択すると、本パソコン 
を再起動することができます。再起動とは、メモリに 
入っている情報をいったん消して、再びフロッピー 
ディスクやハードディスクなどから OS を読み込み直 
すことです。 

► 上記の画面で、「スタンバイ」または「休止状態」を 
選択すると、本パソコンが省電力状態になります（— 
『 FMV マニュアル』) 。 

► このあと、本パソコンを長期間使用しない場合は、 AC 
アダプタやバッテリパックを取り外してください。 


コンビュータの電源を切る 



@ 回 ： 

fel 

圏 

沐止状進 (H> スタンパイ倍） 

電源を切るな〉 

再起劫 (B> 
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2. 必要に応じてお読みください 

BIOS の設定をご購入時の状態に戻す 

BIOS セットアップの設定値を、本パソコンご購入時の状態 
に戻す方法について説明します。 

本 パソコンを 起動し、 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に 
[ F 2] キーを押すと、 BIOS セットアップが起動します 。 BIOS 
の設定値をご購入時の状態に戻すには、「終了」メニューの 
「標準設定値を読み込む」を実行したあと、設定を保存して 
BIOS セットアップを終了してください。 

:#重要 

► 「標準設定値を読み込む」を実行しても、セキュリティ 
チップの設定は、現在お使いの状態のまま変更されま 
せん。 

リカバリ概要 

Windows が起動しないなどの問題が発生した場合、または 
ハードディスクの領域を変更したい場合は、リカバリを行い 
ます。 

リカバリの概要と手順 

■概要 

リカバリとは、「リカバリディスク」を使用して、 0 S 、 ドラ 
イバなどのプレインストールソフトウエアをご購入時の状 
態に戻す操作です。 

「リカバリディスク」では、次の方法でリカバリを実行でき 
ます。 

♦ C ドライブのみご購入時の状態に戻す（推奨） 

ハードディスクの領域は現在お使いの状態のまま、 C ドラ 
イブのみご購入時の状態に戻します。 D ドライブ以降は、 
変更されません。 

この方法でリカバリを行うと、 C ドライブのデータはすべ 
て失われます。あらかじめ必要なデータはパックアップし 
ておいてください。 

•領域を設定した後、 C ドライブをご購入時の状態に戻す 
ハードディスクの領域を設定した後、 C ドライブの内容を 
ご購入時の状態に戻します。 D ドライブは フォーマット さ 
れます。 

この方法でリカバリを行うと、ハードディスク内のデータ 
はすべて失われます。あらかじめ必要なデータはバック 
アップしておいてください。 

領域の設定には、次の方法があります。 


• 領域を任意に設定して戻す 
領域を任意に設定した後、 C ドライブの内容をご購入時 
の状態に戻し、 D ドライブを フォーマッ トします。 
領域は、100 MB 単位で2区画まで作成できます。 

• 領域をご購入時の設定にして戻す 
ハードディスクの領域と C ドライブの内容をご購入時の 
状態に戻し、 D ドライブをフォーマットします。 

■手順 

リカバリは次の手順で行います。 

1リカバリ前の準備（― R21) 

2 リカバリ方法（― P.21) 

3 リカバリ終了後(― P .22) 

留意事項 


參リカバリを行うと、 C ドライブのデータはすべて失われま 
す。また、「領域を設定した後、 C ドライブをご購入時の状 
態に戻す」を選択した場合は、 D ドライブ以降のデータも 
すべて失われます。必要に応じて事前にバックアップして 
おいてください。 

籲 「 C ドライブのみご購入時の状態に戻す（推奨）」を選択し 
た場合は、 C ドライブ以外のドライブは変更されません。 

•セキュリティチップで、フォルダやファイルの暗号化を 
行っている場合は、リカバリ前に復元用のパックアップを 
とっておいてください。復元用のバックアップデータがな 
いと、データが読み出せなくなることがあります。 
これによる損害等の責任は一切負いかねますので、あらか 
じめご了承ください。 

詳しくは、 『 FMV マニュアル』内の「カスタムメイドオプ 
ション」にあるマニュアルをご覧ください。 

參リカバリ時には、必ず AC アダプタを接続してください。 

籲周辺機器を取り付けている場合は、それらを一度取り外 
し、ご購入時の状態に戻してください。 

•リカバリを終えてセットアップが終了するまで、 LAN ケー 
ブルを接続しないでください。 LAN ケーブルを接続して 
セットアップを行うと、 エラー メッセージが表示される こ 
とがあります。 

參カスタムメイドオプションのアプリケーションはリカバ 
リされません。 

籲本書では内蔵ポインティングデバイスでの操作を前提に 
記述してあります。 

•リカバリには時間がかかります。時間に余裕を持って、操 
作を実行してください。 

參 Windows 起動中に「リカバリディスク」をセットすると、 
rWindows が実行する動作を選んでください」と表示され 
ます。「キャンセル」をクリックしてください。 


20 


FMV マニュアル http://www.fmworld.net/biz/fmv/support/fmvmanual/ 








リカバリ操作 


本パソコンの C ドライブをご購入時の状態に戻す「リカバリ」 
の方法を説明します。 

PPOINT 

► リカバリに関する留意事項 （—P.20) をよくお読みの 
うえ、リカバリを行ってください。 

前の準備 

リカバリを実行する前に、次の操作を行ってください。 

■ BIOS 設定に ついて 

BIOS の設定をご購入時の状態に戻します（― P .20)。 

PPOINT 

► BIOS セッ トアップの設定をご購入時と異なる設定に 
していると、インストール時に エラー メ ツセー ジが表 
示されることがあります。 

リカバリ方法 


次のものを用意してください。 

•「リカバリディスク1、2、3、4」 

1本パソコンを起動します。 

2 「FUJITSU」 ロゴが表示されている間に、 【F12】 キーを 
押します。 

メニューが表示されます。 

PPOINT 

► メニューが表示されない場合は、 【Ctrl】 + 【Alt】 + 
[Delete] キーを押して本パソコンを再起動し、もう 
一度操作してください。 

3 「リカバリディスク1」をセツトします。 

4 「CD-ROM ドライブ」を選択し、 【Enter】 キーを押します。 

「リカバリ メニュー」 画面が表示されます。 

5 「リカバリ」を選択し、 【Enter】 キーを押します。 

「リカバリディスク」画面が表示されます。 

6 【PgUp】【PgDn 】 キー ([ Fn] +【 T 】【 i 】）で説明を 
スクロールし、内容を確認して、【丫】キーを押します。 
7 リカバリ方法により、次のどちらかの操作を行います。 
■「C ドライブのみご購入時の状態に戻す（推奨)」を 
選択し、 【Enter】 キーを押します。 

確認の画面が表示されます。手順 9 に進んでください。 


■「領域を設定した後、 C ドライブをご購入時の状態に 
戻す」を選択し、 【Enter】 キーを押します0 

次のメニューが表示されます。次の手順に進んでく 
ださい。 

淡重要 

► ハードディスク内のデータはすべて失われます。あら 
かじめ必要なデータはバックアップしておいてくだ 
さい。 

8 領域の設定方法により、次のどちらかの操作を行いま 
す。 

■ 「領域を任意に設定して戻す」を選択し、 [Enter] キー 
を押します。 

C ドライブの容量を任意に設定してください。【―】 
【―】キーを押すと、 100 MB 単位で、領域を設定でき 
ます。 

ハードディスク全体を C ドライブとして設定したい 
場合は、 【 P 】 キーを押します。 

領域を設定したら、 [ Enter ] キーを押します。 
■「領域をご購入時の設定にして戻す」を選択し、 
【Enter】 キーを押します。 

ハードディスク内の領域が、ご購入時の設定となりま 
す。 

I 移重要） 

► 現在の領域設定を変更しない場合や、ご購入時から領 
域の設定を変更していない場合も、ハードディスク内 
のすベてのデータが失われます。 

9 【丫】 キーを 押します。 

しばらくすると「復元しています…」というメッセージ 
が表示され、 ファイルの コピーが始まります。 

「 n 枚目のメディアをドライブ Z : に入れてください.」と表 
示されたら、「リカバリディスク n 」 をセットし、しばら 
くしてから 【 Y 】 キーを押します。「リカバリディスク」 
は、画面に表示されたものを、セットしてください。 
リカバリが終了すると「正常にソフトウェアの復元作業 
が行われました。」と表示されます。 

10 CD-ROM を取り出してから、本パソコンの電源ボタンを 
4秒以上押して、電源を切ります。 

11 以降、「リカバリ終了後」（— P .22) を参照して操作を行つ 
てください。 


沙重要 

► C ドライブのデータはすべて失われます。あらかじめ 
必要なデータはバックアップしておいてください。 
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リカバリ終了後 


本 パソコンの 電源を切った後、次の操作を行ってください。 

1周辺機器が取り付けられている場合は、すべて取り外し 
ます（カスタムメイドオプションを除く）。 

2 本パソコンの電源を入れます。 

3 以降、「セットアップ」 HP.17) を参照して Windows の 
セットアップを行ってください。 

以上でリカバリ操作は終了です0 

お客様が実行したセキュリティ対策や各種設定内容は、実行 
前の状態に戻っています。セットアップ後 、 Windows Update 
などのセキュリティ対策を行ってください。また、必要に応 
じて、カスタムメイドオプションのインストーノレや設定など 
を行ってください。詳しくは、「セットアップ後」（― P .18) 
をご覧ください。 
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お問い合わせ先 


■お問い合わせの前に 

あらかじめ次の項目について確認してください。 

□品名と型名の確認 

バソコン 本体の ラベルに 記載されています。 



只交 

叩石 rMV 丨 1 m 

pp-a 

MADE IN JAPAN 

架ぞ1 

富士通株式会社 


□ リカバリディスクの用意 

本バソコンの修理を依頼する場合は、必ずリカバリディスク 
を添付してください。 

■部品送付による修理の場合 

良品部品をお届け後、窓口よりお届けの確認と不良部品の引 
取日程などについてご連絡をいれさせていただきます。 
あらかじめご了承ください。 


■連絡先 

次の連絡先へお問い合わせください。 


こんなときには 

こちらへ 

添付品の不備 

ご購入元にご相談ください。 

故障かなと思われ 

たとき 

『 FMV マニュアル』の 「 トラブノレシュー 

ティング」をご覧ください。 


それでも解決できない場合は、ご購入 
元にご相談いただくか、 「富士通 ハード 

ウェア修理相談センター」 にお問い合 

わせください。 

〈お問い合わせ先〉 

フリーダイヤル: 0120 -422-297 

受付時間： 9:00 〜 17:00 

(土曜 ■ 日曜 ■ 祝日 ■ 年末年始を除く） 

添付のソフトウェ 

アの お問い合わせ 

『 FMV マニュアル』の「トラブルシュー 

ティング」一「お問 V 、合わせ先」をご 

覧ください。 

技術的なご質問•ご 

『 FMV マニュアル』 をご覧ください。 

相談 

それでも不明な点がございましたら、 

「富士通 パーソナル 製品に関するお問 

合せ窓口」 にお問い合わせください。 

〈お問い合わせ先〉 

フリーダイヤル: 0120 -950-222 

受付時間： 9:00 〜 17:00 

(土曜_日曜■祝日およびシステムメン 

テナンス日を除く） 


おかけ間違いのないよう、ご注意ください。 

両窓口ともダイヤル後、音声ガイダンスに従い、ボタン操 
作を行ってください。お客様の相談内容によって、各窓口 
へご案内いたします。 
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■ J サイクノレについて 


■本製品の廃棄について 

本製品（付属品を含む）を廃棄する場合は、「廃棄物の処理 
及び清掃に関する法律」の規制を受けます。 

參液晶ディスプレイについて 

本製品の液晶ディスプレイ内の蛍光管には水銀が含まれ 
ております。 

•法入 、企業のお客様へ 

本製品を廃棄する場合は、産業廃棄物の扱いとなりますの 
で、産業廃棄物処分業の許可を取得している会社に処分を 
委託する必要があります。弊社は、「富士通リサイクル シス 
テム」を用意し、お客様の廃棄のお手伝いをしております 
のでご利用ください。 

詳しくは、ホ^ー ムぺ ージ （ http :// eco . fujitsu . com / jp /5 g / products / 
recycleindex . html ) の「富士通リサイクルシステム」をご覧 
ください。 

參個人のお客様へ 

個人のお客様は、上記「富士通リサイクル システム」 をご 
利用いただけません。本製品を廃棄する場合は、必ず弊社 
専用受付窓口「富士通パソコンリサイクル受付センター」 
までお申込みください。 

受付窓口の電話番号、お申込み方法などについては 
AzbyClub ホ'ームぺ'ージ （ http :// azby . finworld . net / recvcle /) を 
ご覧ください。 

■使用済みバッテリの取り扱いについて 

•リチウムイオン電池の バッ テリ パック、バッ テリ ユニッ 
卜は、貴重な資源です。リサイクルにご協力ください。 
•使用済み バッ テリは、ショート（短絡）防止のためビ 
ニール テープな どで絶縁処理をしてください。 

• バッテリを火中に投じると破裂のおそれがありますの 
で、絶対にしないでください。 

バッテリの仕様については、 『 FMV マニュアル』の「技術 
情報」一「仕様一覧」、またはバッテリの取扱説明書をご 
覧ください。 

參法人_企業のお客様へ 

法人、企業のお客様は、弊社「富士通リサイクル システム」 
をご利用ください。 

詳しく は、ホ 1 ームぺ'ージ （ http :// eco . fujitsu . com / jp /5 g / products / 
recycleindex . html ) の「富士通リサイクルシステム」をご覧 
ください。 


參個人のお客様へ 

使用済バッテリは、地方_治体の廃棄処理に関連する条例 
または規則に従って廃棄するか、または「充電式電池リサ 
イクル協力店くらぶ」に加入の販売店などに設置してある 
リサイクル BOX に入れてください。 

詳細は、有限責任中間法人 JBRC のホームページ （ http :// 
www . JBRC . com /) をご覧ください。 

弊社は JBRC (小型二次電池再資源化推進センター）に加 
盟し、リサイクルを実施しています。 

IBWp 

このマークは、リチウムイオン電池のリサイク 
ルマークです。 

Li-ion 
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FMV-C 8200 

取扱説明書 

B6FH-5701-01-00 

発行日 2005年4月 
発行責任富士通株式会社 


參このマニュアルの内容は、改善のため事前連絡なしに変更することがありま 
す。 

參このマニュアルに記載されたデータの使用に起因する第三者の特許権および 
その他の権利の侵害については、当社はその責を負いません。 

參無断転載を禁じます。 




本製品は JEITA 「 PC グリーンラベル制度」の 
Fj - 審査基準(2004年度版)を満たしています。 

‘ 詳細は、 Web サイト http :// www . jeita . or.jp 
をご覧ください。 








































